
2008年 (平成20年 )3チ11日四日市高校 同窓会報(1)第 65号

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
憂
う

（倫
理
観
の
欠
如
）

同
窓
会
長
　
熊
澤
　
誠

一
郎

（四
高
二
十
九
年
度
卒
）

平
素
は
四
高
同
窓
会
に
何
か
と
ご
協
力
、

ご
援
助
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
お
蔭
さ
ま
で
、
同
窓
会
運
営
も
、

順
調
に
推
移
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

１１
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
本
校
も
、

同
窓
会
員
四
万
六
千
人
を
有
す
る
大
組
織

に
な
り
、
来
年
は
創
立
百
十
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

「文
武
両
道
」
、
「質
実
剛
健
」
の
建
学
精

神
の
下
に
、
現
役
諸
君
も
勉
学
に
、
運
動

に
、
大
い
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
お
り
、
評

価
さ
れ
る
実
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
誠

に
心
強
い
限
り
で
す
。

創
立
百
十
周
年
を
前
に
、
昨
年
暮
に
は
、

岡
田
卓
也
大
先
輩
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
本

学
体
育
館
の
緞
帳
を
修
理
、
整
備
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
緞
帳
は
、
九
十
周
年
記
念
と
し

て
、
当
事
の
ジ
ャ
ス
コ
社
長
岡
田
卓
也
氏

か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
学

校
、
同
窓
会
あ
げ
て
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
百
十
周
年
に
は
何
か
心

に
残
る
記
念
事
業
を
行
い
た
く
、
現
在
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
て
、
昨
年
も
、
ま
た
ま
た
、
不
祥
事
、

偽
装
で
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
防
衛
省
の
安

易
な
業
者
と
の
関
係
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
政

治
不
信
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
、
老
舗
を

自
認
す
る
料
亭
や
和
菓
子
屋
の
偽
装
、
さ

ら
に
建
築
物
や
高
速
道
路
に
お
け
る
手
抜

き
、
人
材
派
遣
大
手
の
違
法
、
テ
レ
ビ
番

組
の
デ
ー
タ
捏
造
、
な
ど
な
ど
次
か
ら
次

へ
と
発
生
、
世
界

一
安
心
、
安
全
と
い
わ

れ
た
日
本
は

一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
と
心
痛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
高
級
量
子
は
、
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。

肉
、
ア
ナ
ゴ
、
黒
豆
、
め
ん
た
い
こ
な
ど

な
ど
。
経
営
ト
ッ
プ
が
知

っ
て
い
な
が
ら

偽
装
を
放
置
、
役
員
が
改
ざ
ん
を
指
示
し

て
い
た
こ
と
な
ど
は
誠
に
情
け
な
く
、
「食
」

へ
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
責
任
は
特
段
に

重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
老
舗
の
の
れ
ん

と
は
、
責
任
の
証
し
で
あ
り
、
信
用
で
あ

る
は
ず
で
す
。
こ
の
料
亭
経
営
陣
は
、
の

れ
ん
に
思
い
上
が
り
、
お
客
を
無
視
し
た

一
種
の
お
ご
り
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

利
益
だ
け
を
追
う
あ
ま
り
、
お
客
さ
ん
の

顔
を
忘
れ
、
創
業
の
理
念
を
忘
れ
た
。
そ

ん
な
時
、　
一
瞬
に
老
舗
の
歴
史
も
信
用
も

崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
企
業
と
は
、
社
会

的
存
在
で
あ
り
、
人
の
命
や
健
康
、
安
全

を
尊
重
し
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

れ
ば
存
在
し
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
、
日
本
の
精
神
は
、
「恥
の
文

化
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や

恥
も
外
聞
も
な
い
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
情
け
な
い
こ
と
で

す
が

「損
か
得
か
」
だ
け
が
判
断
の
よ
り

所
に
な
っ
て
き
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

昨
今
の
、
政
、
官
、
企
業
そ
れ
ぞ
れ
に
見

ら
れ
る
不
正
、
不
祥
事
を
見
る
と
き

「
こ

れ
だ
け
は
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
倫

理
観
の
欠
如
を
強
く
感
じ
ま
す
。
国
も
、

企
業
も
、
個
人
も
、
カ
ネ
に
か
え
ら
れ
な

い
大
事
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
今

一
度
思

い
起
こ
し
、
品
格
の
あ
る
存
在
に
な
り
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

我
が
母
校
も
、
ま
も
な
く
百
十
周
年
を

迎
え
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
刻
み
ま
す
。

先
輩
と
関
係
諸
氏
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ

の
伝
統
と
信
頼
を
、
さ
ら
に
大
き
く
発
展

さ
せ
る
べ
く
、
関
係
者

一
同
お
ご
る
こ
と

な
く
、
誠
実
に
謙
虚
に
振
る
舞

っ
て
、
社

会
に
、
地
域
の
人
々
に
信
頼
を
得
る
存
在

に
な
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
規
制
緩
和
の
名
の
下

で
、
市
場
競
争
原
理
に
よ
る
利
益
最
優
先

の
風
潮
の
あ
る
現
代
、
「行
く
に
小
径
に

寄
ら
ず
」
、
「利
を
見
て
は
義
を
思
う
」
の

精
神
を
更
に
強
く
持
っ
て
行
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
来
て
い
る
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
本
校
教
育
の
充
実
発
展
の
た

め
、
多
大
な
る
ご
支
援
や
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
、
体
育
館
舞
台
の
緞
帳
の
修
理

を
同
窓
会
に
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早

速
に
、
岡
田
文
化
財
団

（理
事
長
　
岡
田

卓
也
氏
　
富
中
四
十
回
卒
）
か
ら
ご
支
援

を
賜
り
、
緞
帳
修
理
と
合
わ
せ
て
、
袖
幕

や
ホ
リ
ゾ
ン
ト
幕
な
ど
も
新
調
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
の
暖
か
い
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、

昨
年
度

（平
成
１９
年
春
）
の
大
学
進
学
実

績
で
は
国
公
立
大
学
に
２
５
４
名
、
私
立

大
学
に
７
８
５
人
の
合
格
者
を
出
す
な
ど

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
難
関
大
学

へ
の
合
格
者
が
、

十
年
前
と
比
較
し
て
全
国
で

一
番
伸
び
た

高
校
と
し
て
週
刊
誌
上
で
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

「さ
す
が

四
高
」
と
い
っ
た
嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
も
、
陸
上
部

（５
０
０

肝
競
歩
、
男
子
棒
高
跳
び
、
男
子
三
段
跳

び
）、
放
送
部

（ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
、
朗
読

部
門
）
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、

先
輩
方
の
よ
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
文
武
両

道
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
要
望
を
続
け
て
い
ま
し
た
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
場
が
３
号
館
隣
に
完
成
し
ま
し

た
。
木
造
の
暖
か
み
の
あ
る
洒
落
た
建
物

で
す
。
今
、
設
置
す
る
器
具
な
ど
の
選
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
鉄
富
田
駅

西
口
整
備
事
業
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て

き
ま
し
た
。
体
育
館
の
す
ぐ
東
側
ま
で
駅

前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
な
る
こ
と
か
ら
、
以

前
民
家
が
建
っ
て
い
た
土
地
を
譲
り
受
け

る
な
ど
し
て
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
の
移
転

工
事
の
真
っ
最
中
で
す
。

平
成
２０
年
度
は
工
事
も

一
段
落
し
、
新

し
く
整
備
さ
れ
た
環
境
の
中
で
、
先
輩
方

の
栄
光
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
夢
を
実
現
を
め
ざ
す
、
学
習
者
本

位
の
教
育
を

一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

硼̈　ふふ）
用「けレの“権飾いに動

覇
に
な
り
ま
す
の
で
、
マ
ナ

ー
モ
ー
ド
に
切
り
換
え
る

か
、
電
源
を
、
お
切
り
下

さ
い
」
毎
日
、
毎
日
、
各

列
車
共
、
同
じ
放
送
が
く

り
か
え
さ
れ
る
。
客
の
殆
ん
ど
は
、
聞
い

て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
、
ケ
イ
タ
イ

電
話
器
と
に
ら
め
っ
こ
で
指
先
を
懸
命
に

動
か
し
て
い
る
。
ケ
イ
タ
イ
電
話
普
及
当

初
は
、
他
人
の
迷
惑
を
考
え
ず
、
車
内
は

通
話
の
大
声
が
充
満
し
て
い
た
。
あ
れ
か

ら
数
年
も
た
た
ぬ
間
に
、
現
在
は
、
メ
ー

ル
と
か
や
ら
で
沈
黙
の
世
界
だ
。

▼
わ
が
国
に
、
Ｔ
Ｖ
が
普
及
し
始
め
て
早

や
半
世
紀
が
過
ぎ
る
が
、
当
時
、
Ｔ
Ｖ
に

釘
づ
け
に
さ
れ
る
日
本
人
を
み
て
、
「
一
億

総
白
痴
化
」
と
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
的

は
ず
れ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
Ｔ
Ｖ
に

よ
る

「
一
億
総
白
痴
化
」
以
上
に
、
現
在

の
ケ
イ
タ
イ
・
メ
ー
ル
ゲ
ー
ム
現
象
は

「
一

億
総
黙
秘
化
Ｌ

一
億
総
鬱
化
」
と
い
う
恐

ろ
し
い
現
象
が
近
い
将
来
、
訪
れ
る
予
感

が
し
て
な
ら
な
い
。
勿
論
、
視
力
に
も
想

像
出
来
な
い
支
障
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

▼

一
億
総
国
民
が
黙
秘
状
態
で
、
自
己
の

み
の
バ
ー
チ
ャ
ル

（幻
想

・
仮
想
）
の
世

界
に
閉
じ
こ
も
る
現
象
は
想
像
し
た
だ
け

で
身
の
毛
が
よ
だ
つ
。
「
一
億
総
バ
ー
チ
ャ

ル
人
間
」
の
日
本
と
は
ど
の
よ
う
な
国
に

な
る
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
・

ｔ
ｏ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
の
人
間
関
係
は
な
く
な

り
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
み
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
出
来
る
と
の
錯
覚
に
陥
る
。
現

に
Ｉ
Ｔ
機
器
を
媒
体
と
し
た
犯
罪

・
ト
ラ

ブ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
は
連
日
、
見
聞
し
て
い

る
。
▼
さ
て
、
最
近
、
教
育
現
場
に
も
、

Ｉ
Ｔ
機
器
に
頼
る
弊
害
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

教
師
と
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
減
少
化
。
ケ
イ
タ
イ
電
話
に
対
し
て
学

校
で
は
ど
の
よ
う
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。
教
育
活
動
に
、
ケ
イ
タ
イ
電
話

は
必
要
な
の
か
。
便
利
さ
を
求
め
る
人
間

づ
く
り
を
是
と
す
る
か
。
心
豊
か
な
人
間

づ
く
り
を
是
と
す
る
の
か
。
今
こ
そ
日
本

の
将
来
の
た
め
指
導
者
の
責
任
は
重
い
。

将
来
の
指
導
者
を
、
つ
く
り
育
て
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
母
校
の
使
命
は
重

大
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
田
）
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平
成
１９
年
度
総
会
は
、
６
月
２
日
土
曜

日
の
午
後
２
時
か
ら
、
四
日
市
市
総
合
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
西
脇
副

会
長
が
作

っ
て
下
さ
っ
た
新
し
い
横
看
板

が
美
し
く
は
え
る
中
、

９５
人
の
参
加
を
得

て
、
定
刻
通
り
、

１４
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
熊
澤
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
総
会

へ
の
出
席
者
が
高
齢

化
す
る
と
と
も
に
、
固
定
化
し
つ
つ
あ
り
、

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
鈴
木

田
副
会
長
か
ら
は
、
各
学
年
の
代
表
で
あ

る
理
事
が
実
働
し
て
い
な
い
学
年
が
あ
り
、

参
加
で
き
る
理
事
に
代
え
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
旨
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
細
野
校
長
よ
り
、
同
窓
会
の
学

校

へ
の
協
力
に
対
し
て
の
感
謝
、

１８
年
度

の
一午
茉
生
が
輝
か
し
い
進
学
実
績
を
残
し
、

四
高
に
向
け
ら
れ
た
大
き
な
期
待
に
、
少

し
は
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
学
校
の
近

況
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
田
中
真
司
氏
を
議
長
に
選
出
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

総
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り

で
す
。

第
１
号
議
案

平
成
１８
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案

平
成
１８
年
度
収
支
決
算

・
監
査
報
告

第
３
号
議
案

平
成
１９
年
度
事
業
計
画
案

第
４
号
議
案

平
成
１９
年
度
予
算
案

第
５
号
議
案

平
成
１９
年
度
役
員

・
常
任
理
事
改
選
に
つ

い
て以

上
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
も
慎
重

な
審
議
の
結
果
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。∩

判

目

議
事
終
了
後
に
、

２．
年
度
に
は
、
１
１

０
周
年
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
度
中

に
は
、
学
校
側
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
記

念
事
業
の
企
画
を
検
討
し
て
い
こ
う
と
の

合
意
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
、
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
全
員
記

念
写
真
撮
影
後
、
場
所
を
移
し
て
、
１
階

に
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆
目

厖

本
年
の
記
念
講
演
は
５９
年
度
卒
業
の
大

橋
智
夫
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
「水
滴
に

感
じ
る
生
命
の
響
き
」
と
題
し
て
、
小
堀

遠
州
に
遡
る
水
琴
窟
の
歴
史
、
江
戸
時
代

に
盛
ん
に
な
る
も
、
近
代
に
廃
れ
、
再
び

癒
し
の
音
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
水
琴
窟
の
音
を
流

し
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
最
近
は
研
究
が
進
み
、
住
空
間
や
、

駅

・
学
校
と
い
う
よ
う
な
公
共
の
空
間
に

も
設
置
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
圧
巻
は
、
聖
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
コ
大
聖

堂
に
水
琴
窟
を
作
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
欧
州
の
大
伽
藍
で
日
本
の
水
琴
窟
が

人
々
の
心
を
癒
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、

感
動
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
氏
は
水

琴
窟
を
通
し
て
人
々
の
心
を
癒
し
、
健
康

社
会
を
実
現
し
、
さ
ら
に
は
世
界
平
和
へ

寄
与
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
荒
ん
だ

事
件
が
多
発
す
る
現
代
社
会
を
思
う
と
、

氏
の
活
動
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
と
共
に
、

そ
の
活
動
の
さ
ら
な
る
広
が
り
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大橋智夫講師

同窓会 平成 18年度収支決算書
(平成 18年 4月 1日 ～平成 19年 3月 31日 )

収入の部】                       単位 :円

項 目 細  目 置額 予算額

同窓会収入 4708930 4504.000

入 会 金 全 日制1,800円 ×1,073人

通信制1,200円 ×165人

1,931,400

198000

1,944,000

60.000

同窓会費 終身  (20000) 2200000

10年 (10000) 2 20000

5年  (5000) 10000

34「   (3000) 2 6000

2年  (2000) 0

1年  (1000)
同窓会費計 262700C

振込料 -47470 2579530 2500000

雑 収 入 利子、その他 93515 4891

繰 越 金 681,109 681 109

計 5,483,554 5,190,000

〈抽せん会風景〉〈受付風景〉

(平成 18年 4月 1日 ～

支出の部】                      単位 :円

頂 目 細  目 摘 要 :額

運 営 費 1232247 1330.000

与

務

信

給

事

通

給料 、手当

印刷 、事務用品等

電話 、郵便料

1,030,000

136,283

65.964

1,100,000

150,000

80,000

冒 238.229 370,000

総  会

理 事 会

常任理事会

会場費、懇親会費、景品代

会場費、会議費、案内状

会議費

165,198

70,581

2.450

250,000

100,000

20000

事 業 費 会   報 会報印刷及び 625029 950,000

四高会拠出金 (財 )四 高会寄付金 800000 800.000

予 備  費 1 708400 1.740.000

金

費

一工
備

積

予

積立金

香典・ 供花代

11700,000 1,700,000

40000

計 4603905 5190.000

収入の部 単位 :円

勘定科 目 細  目 摘 要 決算額 予算額

寄付金収入 同窓会 より 800,000 800.000

雑収入
受取利息 1,496

館使用料 116,500

前期繰越金 713,504 713504

合 計 1,630,188 1630000

特別会計積立金 (百五銀行宮田駅前支

前 年 度 末 12,561,777

今 年 度 積 立 金 1,700,000

子 3,014

今 年 度 末 14,264,791

単位 :円

平成 18年度

平成 18年度 出

次 年 FvF繰 金 879649

百五銀行富田駅前支店普通預金

(次期繰越金 )

百五銀行富田駅前支店普通預金 1,019,591円

単位 :

平成 18年度収入 1,630,188

平成 18年度支出 610,597

差  引 残 高 1,019,591
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Ｅ́

楡

Ｓ

津
ζ

ゝ
、

ア
ジ
ア
大
会
「銀
メ
ダ
ル
」
同
窓
会
館
ヘ

快
挙
！
　
女
子
ヤ
リ
投
げ
日
本
代
表

。
四
日
市
高
校
３
年

・
位
田

保
子
さ
ん
銀
メ
ダ
ル
獲
得
〃
　

一
九
五
九
年
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
マ
ニ

ラ
市
に
お
け
る
第
２
回
ア
ジ
ア
大
会
で
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
に
全
国

民
は
沸
い
た
。

こ
の
た
び
、
本
校
創
立
百

十
周
年
を
記
念
し
て
服
部

（位

田
）
保
子
さ
ん

（四
高
２８
年

一墨
じ
よ
り
、そ
の
銀
メ
ダ
ル
・

選
手
証

。
ゼ
ッ
ケ
ン
等
を
同

窓
会
館
に
、
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
早
速
同
窓
会

館
メ
モ
リ
ア
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
、
大
切
に
保
存
、
常
時

展
示
し
、
同
窓
会
、
在
校
生
、

一
般
の
方
々
と
共
に
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

… …

臀               鷲言琴認撃寧言]看驚蒙響

毎
日
が
躍
動
的
だ
っ
た
小

・
中
学

校
時
代
と
違
い
、
私
の
高
校
生
活
は
、

押
し
並
べ
て
受
身
で
あ
り
、
平
凡
だ

っ
た
。

そ
の
せ
い
か
高
校
三
年
間
は
記
憶

の
彼
方
。
な
の
に
卒
業
後
は
、
ず

っ

と

『
四
日
市
高
校
』
と
繋
っ
て
い
る
。

伊
勢
湾
台
風
に
遇
っ
た
の
は
大
学

二
年
生
の
時
、
近
鉄
電
車
が
ス
ト
ッ

プ
し
、
名
古
屋
ま
で
の
通
学
が
出
来

な
く
な
っ
た
。
大
学
側
が
校
内
の
日

本
家
屋
を
素
早
く
開
放
し
て
く
れ
、

桑
名
高
校
と
四
日
市
高
校
出
身
者
た

ち
の
思
い
が
け
な
い
共
同
生
活
が
始

ま
る
。
学
部
が
異
る
先
輩
や
後
輩
と

共
に
、
慣
れ
な
い
自
炊
を
し
な
が
ら
、

戸
惑
い
、
笑
い
、
食
後
に
は
近
く
の

銭
湯
へ
揃
っ
て
出
か
け
た
り
し
た
。

一
ヶ
月
も
続
け
ば
自
然
に
四
高
組
が

出
来
て
く
る
。

そ
の
間
に

一
度
だ
け
、
も
う
こ
の

世
に
い
な
い
父
が
四
日
市
か
ら
面
会

に
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
四
高
組
の

み
ん
な
を
御
園
座
近
く
に
あ
る

″東

鮨
し
〃
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

当
時
の
仲
間
に
会
う
と

「あ
の
時
の

お
寿
司
は
美
味
し
か
っ
た
ね
」
と
、

ま
だ
話
題
に
上
る
。

こ
の
共
同
生
活
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、

大
学
に
四
高
出
身
の
者
た
ち
の

『
に

き
の
会
』
を
作
る
。
″に
き
″
は
四
日

市
弁
の

″近
く
″
″傍

〃
の
意
だ
。

大
学
を
出
る
と
、
私
は
、
女
性
が

働
き
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
、
当
時

と
し
て
は
数
少
な
い
職
場
、
四
日
市

市
役
所
に
就
職
し
た
。
七
、
八
年
が

過
ぎ
た
頃
か
ら
、
春
に
な
る
と
、
あ

の

『
に
き
の
会
』
の
、
顔
も
知
ら
な

い
後
輩
た
ち
が
、　
一
人
、
二
人
と
市

役
所
の
仲
間
に
な
っ
て
く
る
。

い
つ
の
間
に
か

『に
き
に
き
の
会
』

が
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
会
に
私
は

退
職
す
る
ま
で
の
長
い
間
、
親
し
ん
だ
。

今
も
個
々
に
付
合
い
は
深
く
続
く
。

さ
て
私
は
、
四
高
で
新
聞
部
に
属

し
て
い
た
。
は
じ
め
て
部
室
に
入
っ

た
時
、
先
輩
た
ち
は
記
事
に
、
ど
の

よ
う
な
見
出
し
を
付
け
る
か
話
し
て

い
た
。
そ
の
、
世
界
の
古
典
が
飛
び

交
う
話
の
や
り
と
り
に
刺
激
を
受
け

た
私
は
、
少
女
小
説
か
ら
脱
皮
し
て
、

中
国
や
ロ
シ
ア
文
学
に
挑
ん
だ
も
の
だ
。

昭
和
三
十
年
、
高
校
は
じ
め
て
の
夏
、

野
球
部
が
甲
子
園
で
全
国
優
勝
。
新

聞
部
は
、　
一
戦
勝
利
す
る
毎
に
号
外

を
発
行
し
、
そ
れ
は
も
う
、
て
ん
や

わ
ん
や
。　
一
年
生
の
私
た
ち
も
否
応

な
く

一
人
前
の
仕
事
を
任
さ
れ
た
。

こ
の
時
の
求
心
力
が
、
卒
業
後
も

会
お
う
と
約
束
し
「新
々
会
」
と
な
っ
た
。

大
学
生
の
頃
に
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

と
鈴
鹿
の
山
へ
登
っ
た
り
、
夏
休
み

に
は
帰
郷
し
た
先
輩
た
ち
が
リ
ー
ド

す
る
読
書
会
に
参
加
し
た
り
し
た
。

ず

っ
と
途
絶
え
て
い
た
の
だ
が
、

み
ん
な
の

″定
年
″
を
前
に
再
会
。

私
は

一
緒
に
新
間
を
作
っ
た
時
の
感

触
を
久
し
ぶ
り
に
味
わ
っ
た
。

こ
の
集
り
が

『
昭
和
二
十
二
年
度

か
ら
二
十
年
度
ま
で
の
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会
』

に
伝
わ
り
、
そ
の
大
先
輩
た
ち
か
ら

一
緒
に
や
ろ
う
と
お
誘
い
を
受
け
る
。

そ
こ
で
私
た
ち

「新
々
会
」
も
加
わ
り
、

十

一
年
に
わ
た
る
四
高
新
聞
部
員
が

毎
年
、
湯
の
山
へ
集
う
こ
と
に
な
っ
た
。

今
年
、
五
回
目
が
も
う
す
ぐ
だ
。

『
四
高
』
で
繋
っ
た
人
が

″に
き
″

に
い
る
温
か
さ
を
感
受
し
、
ふ
と
思
う
。

今
、
富
田
へ
通
う
在
校
生
た
ち
の

卒
業
後
は
、
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
。

○
終
身
会
費

（二
万
円
）

市
川
登
紀
子
、
渡
退
重
子
、
伊
藤
聡
史
、

萩
原
未
来
、
未
松
久
奈
、
石
川
美
帆
、
齋

木
良
介
、
岡
本
社
、
佐
藤
栄
太
郎
、
高
橋

利
昌
、
豊
田
朱
梨
、
田
中
秀

一
、
鈴
木
香

穂
、
鎌
田
拓
樹
、
三
ヶ
尻
未
来
、
久
留
美

賢
祐
、
後
藤
春
奈
、
三
木
卓
幸
、
村
田
和

之
、
巽
勇
介
、
藤
岡
遼
、
森
み
な
美
、
野

口
直
樹
、
城
野
智
也
、
志
村
真
人
、
平
手

将
隆
、
坂
本
篤
史
、
村
上
未
紗
、
九
鬼
淳
、

大
西
拓
郎
、
中
條
結
、
舘
美
穂
、
小
野
綾

乃
、
冨
田
直
紀
、
森
翼
、
大
久
保
恵
、
安

藤
正
也
、
川
口
淳
久
、
川
瀬
健

一
、
加
藤

千
恵
、
神
鳥
達
哉
、
辻
井
哲
夫
、
猪
飼
紋

香
、
細
川
真
代
、
水
谷
浩
輔
、
岡
田
茉
里
、

川
崎
美
波
、
相
松
久
美
子
、
松
下
真
子
、

日
中
孝
幸
、
和
氣
祐
子
、
太
田
雄
也
、
伊

藤
望
、
岩
田
奈
々
、
松
岡
将
、
丹
羽
恵

一
、

福
田
晃
大
、
濱
田
千
晶
、
伊
藤
竜
也
、
太

田
航
、
佐
藤
真
也
、
前
田
美
沙
、
山
本
陽

平
、
石
崎
創
、
江
間
菜
々
恵
、
伊
藤
優
司
、

渡
退
須
美
恵
、
佐
久
間
智
広
、
大
谷
紗
代
、

小
澤
萌
子
、
久
保
卓
也
、
佐
藤
亜
純
、
松

岡
幸
希
、
小
林
優
夏
、
長
島
早
紀
、
藤
井

彰
人
、
樋
口
佐
織
、
早
瀬
和
喜
、
後
藤
文

香
、
伊
藤
瑞
城
、
駒
田
め
ぐ
み
、
村
田
早

希
、
西
村
亜
紗
、
内
山
友
莉
恵
、
原
澤
優

希
、
渡
邊
実
恵
、
上
田
早
紀
、
近
藤
大
貴
、

伊
出
健
太
郎
、
中
原
縁
、
冨
田
真
司
、
宮

崎
智
裕
、
広
瀬
智
行
、
佐
藤
美
嘉
子
、
中

西
智
美
、
坂
倉
由
希
子
、
伊
藤
な
つ
み
、

室
耕
太
郎
、
水
貝
脩
平
、
鈴
木
直
裕
、
河

村
美
里
、
梅
山
淳
也
、
谷
藤
亮
介
、
勝
田

慶
、
水
谷
沙
織
、
薮
田
信
、
白
木
達
人
、

出
口
友
美
、
生
川
歩
惟
、
森
島
あ
つ
み
、

辻
裕
輝
、
田
中
美
穂
、
沖
佐
織
、
片
山
の

ぞ
み
、
増
田
明
子
、
小
栗
吉
晴
、
豊
田
和

大
ヽ
鎌
田
真
理
子
、
井
堀
歩
、
森
田
雅
之
、

小
久
江
良
太
、
朝
倉
尚
子
、
堀
朱
美
、
川

村
公
佑
、
奥
井
貴
大
、
長
田
彩
加
、
市
川

和
茂
、
水
谷
安
希
、
森
貴
則
、
伊
藤
寛
則
、

富
田
将
史
、
小
菅
雄
紀
、
加
藤
ゆ
い
、
服

部
智
仁
、
井
上
卓
、
世
古
佳
也
、
清
水
慎

哉
、
大
須
賀
真
理
子
、
内
田
瑞
穂
、
古
川

昂
大
、
大
田
文
博
、
岩
谷
麻
由
、
青
山
真

也
、
牧
紘
士
郎
、
中
川
倫
久
、
星
野
友
里
、

前
田
涼
、
成
田
洋
平
、
加
藤
大
統
、
印
南

一塁
音
、
伊
藤
弘
明
、
白
石
翼
、
中
村
優
介
、

佐
藤
亜
実
、
小
辻
孝
文
、
小
田
耕
輔
、
清

水
麻
衣
、
村
中
祐
輔
、
山
下
太
郎
、
山
上

智
之
、
田
中
秀
和
、
森
江
梨
奈
、
伊
藤
唯
、

平
尾

一
将
、
田
中
草
平
、
春
日
部
由
佳
、

丹
羽
千
紘
、
加
藤
貴
紀
、
浅
野
友
良
、
加

藤
大
明
、
伊
藤
智
晃
、
山
川
舞
、
池
田
智

哉
、
雪
田
亜
希
子
、
國
吉
里
沙
、
森
田
彩

加
、
竹
内
健
二
、
坂
下
久
美
子
、
西
山
千

里
、
稲
垣
嘉

一
、
今
村
友
二
、
岩
井
萌
、

岡
直
良
、
廣
島
祥
子
、
小
塚
知
加
、
安
元

智
司
、伊
藤
康
敏
、林
宏
樹
、原
由
布
子
、村

上
文
香
、
北
村
真
里
、
松
浦
紗
和
、
山
崎

孝
恵
、
黒
宮
奈
央
、
樋
口
亜
紀
、
水
野
智

土早
、井
村
千
里
、稲
垣
圭
亮
、山
下
康
次
、
谷

崎
青
磁
、
伊
藤
美
奈
、
山
本

一
輝
、
舌
古

拓
朗
、
水
谷
誠
也
、
伊
藤
ゆ
り
か
、
堀
容

子
、内
山
修
平
、森
ゆ
う
香
、森
優
子
、三日
山

昭
生
、
大
橋
智
夫
、
大
西
和
代
、
鈴
木
美

可
、
加
藤
伸
康
、
新
田
康
貴
、
鈴
木
将
之

（平
成
十
九
年
十
二
月
現
在
）

○
＋
年
会
費

（
一
万
円
）
　
　
　
一
名

〇
五
年
会
費

（五
千
円
）
　
　
　
一
一名

〇
三
年
会
費

（三
千
円
）
　

　

一二
名

〇

一
年
会
費

（千
円
）
　
　
一一一四
八
名

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

りしT随想

〈策‐1lEll)

富中、四女、北女卒業生

四高昭和25年度～30年度卒業生

四高31年度率以降卒業生
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思

い

出

2008年 (平成 20年 )3月 1日

私
の
学
校
時
代
は
い
ろ
い
ろ
な
変
化
も

多
く
大
変
な
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
思

い
出
と
し
て
は
野
球
以
外
は
何
も
な
か
っ

た
。
昭
和
１８
年
富
田
中
に
入
学
時
は
戦
時

中
、
上
級
生
が
大
変
恐
い
時
代
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
上
級
生
も
学
徒
動
員
で
居
な
く

な
り
、
私
達
も
通
勤
奉
仕
や
、
３
年
生
に

な
っ
て
か
ら
は
学
徒
動
員
で
工
場
へ
出
て
、

全
く
勉
強
は
出
来
な
か
っ
た
。

終
戦
、
そ
れ
と
同
時
に
有
志
が
集
ま
り

野
球
を
始
め
た
。
丁
度
私
の
同
期
が
中
心

に
な
り
、
部
長
に
は
、
戦
時
中
最
も
恐
か

っ
た
池
内
先
生
が
な
ら
れ
、
監
督
は
１
、

２
年
間
は
決
ま
っ
た
人
が
い
な
く
て
、
毎

日
諸
先
輩
が
入
れ
替
わ
り
、
立
ち
替
わ
り

福
田
　
　
誠

（富
中
四
十
五
回
卒
）

で
来
ら
れ
て
い
た
。
勿
論
そ
の
中
に
は
岡

田
卓
也

（早
大
在
学
中
）
先
輩
も
入
っ
て

い
た
。
勿
論
今
の
様
に
道
具
類
が
揃
っ
て

い
た
わ
け
で
な
く
、
グ
ラ
ン
ド
も
石
こ
ろ

だ
ら
け
で
狭
く
、
他
の
陸
上
や
サ
ッ
カ
ー

と
も
共
用
で
、
自
然
と
基
礎
的
な
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
、
バ
ツ
ト
の
素
振
り
が
中
心
で
あ

っ
た
。
ま
た
部
員
も
出
入
り
が
は
げ
し
く
、

人
数
も
常
に
２０
人
以
下
で
少
な
く
、
や
っ

と
練
習
が
出
来
る
位
で
し
た
。
唯
練
習
は

正
月
の
２
、
３
日
休
む
だ
け
で
、
毎
日
放

課
後
か
ら
日
没
ま
で
、
テ
ス
ト
中
で
も
２

時
間
と
か
、
雨
天
は
雨
天
体
操
場
で
と
よ

く
や
っ
た
。
ま
た
当
時
サ
マ
ー
タ
イ
ム
が

あ
り
、
帰
宅
は
近
く
の
私
で
も
１０
時
を
過

ぎ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
は
、
数

も
少
な
く
質
の
よ
く
な
い
ボ
ー
ル
で
糸
切

れ
が
多
く
、
そ
の
補
修
を
授
業
中
に
コ
ツ

ソ
リ
し
た
も
の
だ
。
こ
の
様
な
状
態
で
、

勉
強
が
十
三
分
に
出
来
る
わ
け
が
な
か
っ

た
が
、
余
り
不
満
も
言
わ
ず
頑
張
っ
た
お

蔭
で
、
県
内
で
は
敵
は
な
く
、
５
年
生
の

春
の
選
抜
大
会
に
は
、
大
敗
は
し
た
が
甲

子
園
に
出
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。

私
達
同
期
１０
人
は
、
特
に
す
ぐ
れ
た
人

が
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
皆
が
心
を
合
わ

せ
、
頑
張
り
、
励
ま
し
合
い
努
力
し
た
結

果
で
あ
り
、
皆
し
み
じ
み
と
、
あ
の
練
習

に
よ
く
体
が
も
っ
た
も
の
だ
と
、
感
心
し

た
程
だ
。

私
自
身
は
、
こ
の
野
球
生
活
で
現
在
の

健
全
な
身
体
と
、
人
間
性
が
出
来
た
と
感

謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
喜
寿
を
過
ぎ
た
年

に
な
っ
て
も
、
毎
日
テ
ニ
ス
に
励
め
る
こ

と
に
感
謝
を
し
た
い
と
思
う
。

近
況
あ
れ
こ
れ

あ
と
ひ
と
月
で
７７
才
に
な
る
が
、
毎
年

ド
ッ
ク
に
入
る
か
ら
そ
れ
な
り
に
指
摘
さ

れ
る
こ
と
も
出
る
け
れ
ど
も
、
概
し
て
申

せ
ば
至
っ
て
健
康
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
通
い
出
し
て

・５
年
に
な
る
。
自
転
車
漕
ぎ
な
ど

一
通
り

廻
っ
て
２
時
間
た
っ
ぷ
り
の
コ
ー
ス
で
、

心
身
共
に
爽
快
に
な
る
。
時
々
体
力
測
定

が
あ
り
、
そ
の
他
の
科
目
は
年
相
応
の
数

値
が
出
る
の
に
、
唯

一
持
久
力
だ
け
は
三

十
歳
台
の
数
値
が
出
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
驚
か
す
。
富
田
中
学
校
時
代
に
駅
伝

の
選
手
だ
っ
た
こ
と
に
あ
ず
か
つ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

一
方
で
毎
早
朝
５０
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
欠
か
さ
な
い
。
勾
配
の
急
な
坂
に
囲
ま

れ
た
と
こ
ろ
に
居
を
定
め
た
の
が
間
違
い

の
元
で
、
決
し
て
気
楽
な
散
歩
に
は
な
ら

伊
藤
　
　
通

（富
中
四
十
五
回
卒
）

な
い
が
、
去
年
夏
以
来
強
力
な
助
っ
人
が

現
れ
た
。
父
の
日
に
娘
か
ら
贈
ら
れ
た
ｉ

Ｐ
ｏ
ｄ
が
そ
れ
で
あ
る
。
六
百
余
の
名
曲

が
日
替
わ
り
で
リ
ズ
ム
を
刻
み
背
中
を
押

し
て
く
れ
る
。

昔
か
ら
趣
味
を
問
わ
れ
れ
ば

「音
楽
観

賞
」
と

「ゴ
ル
フ
」
と
答
え
て
来
た
。
前

者
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
滅
多
に

１００
が
切
れ
な
く
な
っ
た
ダ
ツ
フ
ア
ー
が
ゴ

ル
フ
を
趣
味
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
気

恥
ず
か
し
い
心
境
で
あ
る
。

代
わ
り
に
音
楽
と
ゴ
ル
フ
に
切
手
を
組

み
合
わ
せ
て

「音
楽
切
手
Ｌ
ゴ
ル
フ
切
手
」

を
蒐
集
し
て
い
る
。
音
楽
切
手
克
集
は
今

か
ら
半
世
紀
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
勤
時

代
に
こ
つ
こ
つ
と
集
め
出
し
た
の
が
始
ま

り
。
８
年
ほ
ど
前
か
ら

「音
楽
切
手
こ
ぱ

れ
話
」
と
題
し
て
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
上
梓

し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
た
だ
並
べ
る
だ

け
で
は
芸
が
な
い
の
で
色
ん
な
切
り
口
で

括
っ
て
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
の
音
楽
が
画
面

に
流
れ
る
の
も
ユ
ニ
ー
ク
と
云
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
切
手
蒐
集
の
専
門
誌
に
も
逸

早
く
紹
介
さ
れ
、
現
在

「こ
ば
れ
話
」
は

第
３７
話
に
増
え
て
い
る
。

一
方
、
ゴ
ル
フ
切
手
蒐
集
の
方
は
ま
だ

歴
史
が
浅
く
せ
い
ぜ
い
十
数
年
で
あ
る
が
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
載
せ
て
い
る
の
は
他
に

例
が
な
い
ら
し
く
、
６
年
前
に

「週
刊
ゴ

ル
フ
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
」
誌
に
最
初
に
紹
介

さ
れ
て
か
ら
、
翌
年
僚
誌
の

「チ
ョ
イ
ス
」

に

「日
本
の
ゴ
ル
フ
狂
３．
人
」
の
一
人
と

し
て
採
り
上
げ
ら
れ
、
今
年
早
々

「週
刊

ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
」
誌
に
再
度
紹
介

さ
れ
た
。

因
に
Ｃ
召

は

Ｆ
け
一＼
ヽ
一丼
・Ｓ
ｏ
●
３
り
ヽ
す
ｏ
日
ヽ
ヽ
一●
勲
メ
〓
ヨ

で
あ
る
。

富
田
中
学
時
代
に
鍛
え
ら
れ
た
心
臓
の

お
か
げ
で
、
あ
と
２０
年
く
ら
い
は
生
き
ら

れ
そ
う
な
気
が
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。

高
齢
化
社
会
の
中
で

昭
和
２０
年
８
月
に
戦
争
が
終
わ
っ
て
、

混
乱
し
た
世
の
中
に
も
平
和
な
日
々
が
、

甦
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
生
活
も
再
開
さ

れ
ま
し
た
。
希
望
に
満
ち
た
学
校
生
活
も

瞬
く
間
に
過
ぎ
て
、
卒
業
の
時
が
訪
れ
ま

し
た
。
「も
っ
と
学
校
生
活
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
の
思
い
が
、
今
も
鮮
明
に
記
憶

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
の
日
か
ら
早
六
十
余
年
の
年
月
が
、

流
れ
ま
し
た
。
其
の
後
い
ろ
い
ろ
な
人
生

を
経
験
し
て
、
私
達
は
今
高
齢
化
社
会
の

中
で
、
生
き
て
お
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
は
第
二
の
人
生
で
す
。
時

山
口
　
道
子

（北
女
十
九
回
卒
）

間
的
に
も
精
神
的
に
も
ゆ
と
り
の
あ
る
老

後
は
、
過
ぎ
去
っ
た
現
役
時
代
に
出
来
な

か
っ
た
事
も
、
可
能
に
し
て
く
れ
ま
す
。

核
家
族
化
し
た
現
在
で
は
、
多
く
の
方
が

自
立
し
た
老
後
を
、
た
く
ま
し
く
生
き
て

お
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
教
室
に
、
趣
味
に
、

旅
行
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
、
老

後
を
有
意
義
に
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

達
の
老
後
は
、
先
人
の
過
ご
さ
れ
た
き
び

し
い
老
後
を
思
え
ば
、
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
予
期
せ
ぬ
事
も
、
起
こ

り
ま
す
。
病
気
や
、
怪
我
、
交
通
事
故
等

で
す
。　
一
瞬
の
出
来
事
が
又
病
気
が
、
老

小
学
生
の
頃
、
家
の
前
を
制
服
姿
で
颯

爽
と
通
学
さ
れ
る
女
学
生
の
方
を
、
い
つ

も
眺
め
て
い
ま
し
た
。
私
達
の
大
先
輩
の

方
だ
っ
た
の
で
す
。
憧
れ
の
制
服
で
し
た
。

絶
対
に
私
も
着
た
い
と
心
に
決
め
て
い
た

事
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
１８
年
希

望
に
あ
ふ
れ
入
学
。
お
友
達
に
も
沢
山
出

会
え
、
女
学
生
生
活
の
始
ま
り
。
少
し
背

伸
び
し
大
人
に
な
っ
た
様
で
胸
は
ず
ま
せ

ま
し
た
。
勉
強
、
種
々
の
行
事
、
そ
の
中

で
も
年
に

一
度
の
御
在
所
岳
登
山
、　
一
年

生
に
は
、
き
つ
く
大
変
で
し
た
。
下
山
の

折
り
に
は
足
が
ガ
ク
ガ
ク
、
足
が
笑
う
と

言
う
事
を
覚
え
た
の
も
、
そ
の
時
で
し
た
。

強
烈
な
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
で

は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
一
気
に
登
り
着
き
ま

す
。
そ
の
ロ
ー
プ
ゥ
エ
イ
の
窓
か
ら
広
が

る
山
々
は
懐
し
さ
で
一
杯
で
す
。

楽
し
い
生
活
が

一
変
し
た
の
は
、
３
年

生
か
ら
で
す
。
日
本
中
が
想
定
外
の
凄
ま

じ
い
戦
時
態
勢
に
突
入
。
そ
の
渦
の
中
に

私
達
も
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。
学
徒
動
員
で
工
場
へ
、
戦
火
は
益
々

激
し
く
本
土
空
襲
で
学
校
も
家
も
焼
失
、

一
面
焼
野
原
で
し
た
。
転
々
と
移
り
変
わ

っ
た
仮
校
舎
、そ
れ
は
そ
れ
は
、一一口
い
尽
く

せ
な
い
、辛
い
、悲
し
い
、
切
な
い
生
活
が

続
き
ま
し
た
。
で
も
誰

一
人
と
し
て
、
不

平
、
不
服
、
不
満
を
口
に
す
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
先
生
の
お
教
え
の
元
、
無

我
夢
中
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
先
生
方

も
、
さ
ぞ
大
変
で
御
苦
労
が
お
あ
り
だ
つ

た
と
、
又
両
親
も
、ど
ん
な
思
い
で
私
達
を

守
っ
て
く
れ
た
か
と
思
う
時
、
今
で
も
胸

が
痛
み
感
謝
で
一
杯
で
す
。
お
蔭
様
で
５

年
間
、
無
事
に
過
し
、
昭
和
２３
年
卒
業
。

戦
後
の
渾
沌
と
し
た
不
安
だ
ら
け
の
世
の

中
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
山
あ
り
谷
あ
り

の
、
で
も
私
達
の
青
春
時
代
で
し
た
。

戦
後
の
激
動
も
徐
々
に
平
和
に
向
か
い
、

後
の
生
活
を

一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
老
後
は
健
康
に
も
恵
ま

れ
て
、
三
世
代
家
族
の
中
で
、
孫
達
の
成

長
を
楽
し
み
に
、
充
実
し
た
日
々
を
、
過

ご
し
て
お
り
ま
し
た
、
し
か
し
思
い
が
け

な
い
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
犬
と
散
歩
に

行
っ
て
転
倒
し
、
脊
髄
を
損
傷
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
３
年
後
に
は
足
を
骨
折

し
て
不
自
由
な
身
体
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
病
院
の
皆
様
を
始
め
、
家
族
の

暖
か
い
介
護
に
支
え
ら
れ
て
、
や
つ
と
体

力
も
回
復
し
日
常
の
生
活
が
出
来
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
健
康
で
生
活
で
き
る
よ
ろ

こ
び
は
最
高
で
す
。
こ
れ
も
家
族
を
始
め

何
か
と
私
を
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

の
お
陰
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
健
康
管
理
に
留
意
し
て
、
残
さ

れ
た
老
後
を
健
や
か
に
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
願
つ
て
お
り
ま
す
。

安
定
し
て
行
く
中
、
結
婚
、
子
育
て
一
生

懸
命
で
し
た
。
楽
し
い
子
育
て
も
無
事
に

終
わ
り
、
落
ち
着
い
た
人
生
に
辿
り
着
き
、

ふ
と
、
気
が
つ
き
ま
し
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
、
年
を
重
ね
、
今
年
喜
寿
を
迎
か
え

ま
し
た
。
お
祝
い
の
ク
ラ
ス
会
に
も
、
元

気
な
お
友
達
が
沢
山
集
ま
り
、
皆
で
校
歌

を
大
き
な
声
で
合
唱
し
、
女
学
生
に
戻
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
心

許
せ
る
お
友
達
に
恵
ま
れ
幸
せ
に
暮
ら
す

事
の
出
来
ま
す
日
々
に
、
心
か
ら
感
謝
し

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

遠
く
に
聞
こ
え
る
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が

ら
、
近
く
の
鵜
の
森
神
社
へ
主
人
と
初
詣
。

一
年
を
無
事
に
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
御
礼

を
心
か
ら
、
お
祈
り
し
、
パ
チ
パ
チ
と
音

を
た
て
て
燃
え
る
大
き
な
焚
火
に
、
あ
た

た
ま
り
な
が
ら
、
甘
酒
を
頂
き
、
お
知
り

合
い
に
、
早
々
と
お
年
賀
の
御
挨
拶
。
も

う
何
十
年
も
続
け
て
お
り
ま
す
。
私
の
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
大
切
な
行
事
で
す
。

私
の
憧
れ
の
制
服
、
四
日
市
高
女
の
制

服
は
夢
の
又
夢
で
し
た
。
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四
日
市
発
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版

昨
夏
、
東
京
の

「く
す
り
の
適
正
使
用

協
議
会
」
の
依
頼
を
受
け
、
四
日
市
在
住

の
プ
ラ
ジ
ル
人
マ
リ
ア

・
坂
倉
さ
ん
と
の

合
作
で
、
薬
の
服
用
法
に
関
す
る
絵
文
字

説
明
書
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
を
作
成
し
た
。

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
間
で
好
評
を
博
し
て
い
る
。

こ
の
説
明
書
に
つ
い
て
は
、
昨
年
■
月
に

日
本
経
済
新
聞
が
取
り
あ
げ
、
さ
ら
に
ブ

ラ
ジ
ル
の
衛
生
放
送
局
か
ら
も
報
道
さ
れ

た
。私

の
外
国
語
学
習
歴
は
四
日
市
高
校
時

代
に
始
ま
る
。

一
九
六
〇
年
ご
ろ
の
四
日
市
は
日
本
有

数
の
港
町
で
、
外
国
の
船
員
が
新
道
か
ら

諏
訪
に
か
け
て
ぶ
ら
つ
い
て
い
た
。
四
高

生
だ
っ
た
私
は
彼
ら
を
捕
ま
え
、
丸
暗
記

し
た
英
文
を
ぶ
つ
け
て
英
語
の
練
習
を
し

た
。
そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
、
ま
た
米

駐
留
軍
放
送
を
聴
い
た
リ
リ
ン
ガ
フ
オ
ン

を
暗
記
す
る
な
ど
し
て
、

２０
歳
に
な
る
こ

ろ
に
は
何
と
か
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
大
学
在
学
中
に
は
フ
ラ
ン
ス

語
を
覚
え
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
奨
学
金
を

得
て
、
リ
ヨ
ン
大
学
に
留
学
し
た
。

そ
の
後
の
遍
歴
に
つ
い
て
は
省
略
す
る

が
、
５
年
半
前
に
四
日
市
に
戻
り
、
開
業

医
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
一戻
っ
て
来

て
驚
い
た
の
は
、
外
国
人
が
多
い
こ
と
だ
。

笹
川
地
区
に
は
何
軒
も
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
店

が
あ
り
、
鈴
鹿
に
行
け
ば
う
ま
い
ブ
ラ
ジ

ル
料
理
店
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
店
で
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
や
鶏
の
丸
焼
き
を
買
っ

た
り
、
彼
ら
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
料
理

を
注
文
す
る
日
本
人
は
私
く
ら
い
し
か
い

安
井
　
廣
之

（四
高
三
十
五
年
度
卒
）

な
い
。

そ
の
う
ち
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
友
人
が
で

き
、
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
に
遊

び
に
行
っ
た
り
、
来
て
も
ら
っ
た
り
で
、

そ
の
結
果
が
薬
の
説
明
書
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

版
と
な
っ
た
。

ア
ル
タ
イ
語
族
の
構
造
を
持
つ
日
本
語

が
母
国
語
で
は
、
韓
国
語
が
た
や
す
く
学

べ
て
も
、
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の

英
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
む
ず
か
し
い
。

だ
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
ぶ
機
会
は
今

や
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
全
ぐ
異

な
っ
た
構
造
を
持
つ
一一一呈
嘔を
学
ぶ
こ
と
で
、

自
ら
の
思
考
過
程
を
違
っ
た
角
度
か
ら
眺

め
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
四
日

市
や
鈴
鹿
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
簡
単
に
異

文
化
の
世
界
に
ト
リ
ッ
プ
で
き
る
の
だ
。

私
は
共
生
を
楽
し
ん
で
い
る
。
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同
窓
会
を
欠
席
し
た
ら
会
報
に
文
を
載

せ
る
役
目
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
。
寄
稿
の

依
頼
封
書
に
同
窓
会
報
６４
号
が
同
封
さ
れ

て
き
た
。
読
ん
で
い
て
こ
れ
ま
で
同
窓
会

の
運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
ご

苦
労
や
お
名
前
を
存
じ
上
げ
な
か
っ
た
こ

と
を
恥
じ
た
。

三
重
郡
朝
日
町
で
開
業
し
て
３０
年
ほ
ど

に
な
る
。
開
業
当
初
は
３
階
建
て
の
鉄
筋

で
入
院
施
設
も
持
っ
て
い
た
。
外
科
を
専

門
に
し
た
の
で
手
術
も
や
っ
た
。

開
業
医
は
贅
沢
を
し
て
派
手
な
生
活
を

し
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
医
療
は
全

体
に
よ
く
な
い
。
窓
口
で
支
払
う
金
が
段
々

増
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
開
業
医
も

病
院
も
診
療
報
酬
と
い
う
医
療
機
関
が
受

け
取
る
金
額
が
減
っ
て
き
て
苦
し
く
な
っ

た
。開

業
を
す
る
と
き
銀
行
か
ら
多
額
の
借

金
を
す
る
。
そ
れ
を
返
す
の
が
難
し
く
な

っ
た
。
手
術
は
危
険
を
伴
う
の
で
や
ら
な

く
な
り
入
院
も
止
め
た
。
人
件
費
が
高
く

な
る
の
で
看
護
士
さ
ん
や
事
務
員
さ
ん
を

パ
ー
ト
に
し
た
。

去
年
の
暮
れ
か
ら
長
男
が

一
緒
に
仕
事

を
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
い

診
療
所
を
改
築
す
る
計
画
を
た
て
た
。
耐

震
構
造
を
調
べ
た
ら
補
強
工
事
に
費
用
が

か
か
る
と
い
わ
れ
た
。

古
い
建
物
を
壊
し
て
平
屋
、
木
造
の
診

療
所
を
新
築
し
た
。　
一
生
の
間
に
二
度
新

規
開
業
を
し
た
。
新
し
い
診
療
所
は
建
坪

は
ほ
ぼ
前
と
同
じ
で
診
察
室
、
事
務
室
、

看
護
師
詰
所
は
小
さ
い
。
待
合
室
、
ト
イ

レ
、
処
置
リ
ハ
ビ
リ
室
は
前
よ
り
大
き
い
。

患
者
さ
ん
を
優
遇
し
自
分
た
ち
は
狭
い
所

で
我
慢
す
る
方
針
で
あ
る
。

紙
の
カ
ル
テ
は
使
わ
ず
電
子
カ
ル
テ
で

あ
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
は
小
さ
く
な
リ
フ

ィ
ル
ム
は
使
わ
ず
画
像
で
あ
る
。
画
像
は

大
き
く
も
な
る
し
濃
く
も
薄
く
も
な
る
。

開
業
医
か
ら
の
近
況
報
告

寺
本
　
勅
男

（四
高
二
十
七
年
度
卒
）

医
療
機
器
は
小
型
化
さ
れ
た
。
薬
局
は
分

業
に
な
り
薬
は
医
院
で
持
た
な
い
。

銀
行
の
借
金
が
ま
た
増
え
た
。
暮
し
は

楽
に
な
ら
な
い
。
新
し
い
医
院
は
温
か
み

が
あ
る
。
電
子
カ
ル
テ
の
操
作
に
つ
い
て

い
く
の
が
心
配
さ
れ
た
。
こ
な
す
努
力
を

し
て
き
た
が
、
今
で
は
老
化
防
止
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

四
日
市
高
校
を
卒
業
し
た
の
は
４‐
年
前

で
す
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
四
日
市
を
離

れ
、
京
都
の
大
学
を
卒
業
、
そ
の
後
の
２３

年
間
、
生
活
の
中
心
を
京
都
に
お
き
な
が

ら
、
島
根
県
、
福
岡
県
、
米
国
の
ミ
ネ
ソ

タ
州
に
２
、
３
年
づ
つ
住
み
な
が
ら
転
々

と
し
、

１１
年
前
に
京
都
か
ら
現
在
の
岐
阜

市
に
生
活
の
基
盤
を
移
し
ま
し
た
。

故
郷
を
離
れ
て
い
る
と
、
四
日
市
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
気
に
な
り
ま
す
。
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
は
都
市
の
顔
、
特
徴
あ
る
建
物

や
構
造
物
で
、
そ
の
都
市
を
す
ぐ
に
連
想

で
き
る
も
の
で
す
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
外

か
ら
の
来
訪
者
の
道
案
内
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
都
市
の
住
民
や
同
郷
者
に
と

っ
て
、
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
り

ま
す
。
特
に
自
然
物
や
そ
の
地
域
の
歴
史

を
刻
ん
だ
事
物
は
、
長
い
年
月
の
あ
い
だ

に
、
住
民
や
、
同
郷
者
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
心
の
さ
さ
え
で
す
。
私
が
想

い
浮
か
べ
る
四
日
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は

御
在
所
岳
、
Ｊ
Ｒ
四
日
市
駅
前
の
稲
葉
三

右
衛
門
銅
像
、
四
日
市
港
。
四
日
市
高
校

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
十
四
川
提
の
桜
並
木

で
し
ょ
う
か
。

自
然
や
構
造
物
だ
け
で
は
な
く
、
メ
デ

ィ
ア
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
機
能
を
は
た
し

ま
す
。
四
日
市
高
校
の
校
歌
や
同
窓
会
報
、

江
戸
時
代
に
出
回
っ
た
広
重
の
浮
世
絵
、

東
海
道
五
十
二
次
四
日
市
も
り
っ
ぱ
な
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
で
す
。

最
近
私
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

（旧
サ
イ
ゴ
ン
）を
旅
行
し
ま
し
た
。
こ
の

街
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
激
し
く
破
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
在
は
復
興
の
槌
音
が
ひ
び

き
、
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
の
よ
う
に

活
気
あ
ふ
れ
た
街
で
す
。
街
を
ま
わ
っ
て

み
る
と
、
サ
イ
ゴ
ン
大
教
会
、
大
統
領
官

邸
や
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
、
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
な
る
建
築
物
を
た
く
み
に
配
置
し
た

街
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
が
四
日
市
の
駅
前

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
、
郊
外
に
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
フ
ァ
ミ

レ
ス
、
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
、
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
が
増
え
、

全
国

一
律
の
風
景
に
な
り
さ
が
っ
て
い
ま

す
。
故
郷
を
は
な
れ
た
四
日
市
高
校
Ｏ
Ｂ

と
し
て
、
四
日
市
の
、
四
日
市
高
校
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
も
っ
と
意
識
的
に
維
持
さ

れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

清
水
　
正
茂

（四
高
二
十
九
年
度
卒
）

に
思
い
出
さ
れ
る
。
私
に
と
っ
て
は
、
温

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
一
こ
ま
で
す
。
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
二
度
の
卒
業
の
場
が

隣
接
所
だ
っ
た
と
は
、
不
思
議
な
縁
で
す
。

校
門
近
く
で
見
つ
け
た
小
さ
な
自
然
の

姿
。
か
わ
い
い
花
、
し
か
も
清
ら
か
な
花
。

道
ば
た
に
、
日
ん
ぼ
の
畦
に
、
谷
間
に
人

知
れ
ず
咲
く
花
。
子
ど
も
た
ち
に
語
り
か

け
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
花
。

私
が
、
育
て
ら
れ
た
生
活
の
舞
台
、
水

沢
の
地
。
何
気
な
く
足
元
に
目
を
や
る
と
、

す
み
れ
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
露
草
等
々
、
身
近

に
生
え
て
い
る
草
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
い
ろ
ん
な
姿
を
映
し
出
し
て
く
れ
、

何
と
な
く
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、

心
に
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

目
を
転
ず
れ
ば
、
西
に
は
鈴
鹿
連
峰
の

山
々
、
東
を
見
れ
ば
伊
勢
平
野
が
広
が
り
、

伊
勢
湾

・
知
多
半
島

・
志
摩
半
島
、
そ
し

て
神
島
が

一
望
で
き
る
扇
状
地

（台
地
）

上
に
立
地
す
る
わ
が
郷
土
。
小
さ
な
自
然

と
大
自
然
に
包
ま
れ
、
四
季
の
変
化
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
環
境
の
中
に
、
生
か
さ

れ
生
き
る
今
の
私
で
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
環
境
の
地
域

で
、
先
人
の
苦
労
、
努
力
の
跡

（史
跡

・

文
化
財
等
）
が
見
ら
れ
、
特
色
あ
る
地
場

産
業

（茶

・
花
井
園
芸
等
）
の
展
開
、
優

れ
た
農
山
村
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

今
私
は
、
こ
の
地
で
地
域
社
会
づ
く
り

に
参
加
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、

世
代
を
問
わ
ず
に
中
に
入
り
込
み
、
話
が

で
き
る
、
語
り
か
け
ら
れ
る
環
境

・
場
が

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

一
日
一
日
を
大
事
に
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、

周
囲
の
環
境

（自
然

。
人
）
に
生
か
さ
れ

な
が
ら
、
私
が
今
ま
で
得
さ
せ
て
も
ら
い
、

味
わ
っ
た
充
実
感

・
情
感

・
温
か
い
雰
囲

気
を
大
切
に
、
地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
、

生
き
て
い
き
た
い
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク

清
水
　
克
時

年
度
卒
）

（四
高
四
十

環
境
へ
の
思
い
―

生
か
さ
れ
て
生
き
る
心
境

『春
を
愛
す
る
人
は
　
心
　
清
き
人

す
み
れ
の
花
の
よ
う
な
　
ぼ
く
の
友
だ
ち
』

今
か
ら
１１
年
前
、
教
職
生
活
を
終
え
、

子
ど
も
た
ち
と
の
別
れ
の
言
葉
の
第

一
声

で
し
た

（歌
う
）。

富
田
小
体
育
館
、
我
が
母
校
四
高
の
東
、

線
路
を
挟
み
建
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

学
び
舎
。
今
、
そ
の
場
面
が
昨
日
の
よ
う
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四
高
生
時
代
の
思
い
出
と
し
て
３
年
生

の
３
階
の
教
室
よ
り
近
鉄
電
車
が
よ
く
見

え
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
昭
和
５３
年
は
、
近

鉄
特
急
の
看
板
列
車
と
し
て
活
躍
し
た
「ビ

ス
タ
カ
Ｉ
Ⅱ
世
」
の
お
別
れ
二
重
連
が
長

期
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
、
授
業
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
外
を
見
て
い
て
何
度
か
先
生

に
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
カ
ッ

ト
が
あ
る
と
、
自
習
せ
ず
に
友
人
か
ら
自

転
車
を
借
り
て
国
鉄
富
田
駅
に
、
貨
車
の

入
換
や
客
車

虫
ア
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を
見
学

に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
名
古
屋
発

天
王
寺
行
特
急

「く
ろ
し
お
」
号
の
通
過

シ
ー
ン
は
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
ア

ル
バ
ム
撮
影
時
に
は
、
旅
行
研
究
会
の
部

員
と
国
鉄
富
田
駅
を
バ
ツ
ク
に
し
て
写
し

た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
私
は
少
年
時
代
か
ら
鉄
道
員
に

な
り
た
い
と
い
う
夢
が
実
現
し
、
伊
勢
鉄

道
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
運
転
士
か
ら
信

号
係
を
経
て
車
両
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

２０
年
前
の
開
業
時
よ
り
使
用
し
て
き

た
レ
ー
ル
バ
ス
の
更
新
が
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
新
型
車
両
は
ス
テ
ン
レ
ス
車
体

に
英
国
製
カ
ミ
ン
ズ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

最
高
速
度
１００
キ
ロ
で
走
行
し
ま
す
。
お
客

様
か
ら
は
車
内
が
広
く
て
乗
降
も
し
易
い

と
好
評
で
す
。
ま
た
、
月
に
数
日
は
運
転

士
不
足
の
た
め
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま
す
。

「中
線
場
内
注
意
、
四
日
市
停
車
」
大

き
な
換
呼
が
客
室
ま
で
聞
こ
え
ま
し
た
ら

私
の
運
転
で
す
。
特
に
乗
務
す
る
時
は
、

で
い
た
事
で
し
ょ
う
。

し
か
し
現
在
、
社
会
に
出
て
１４
年
余
り

が
経
ち
、
北
海
道
か
ら
四
国
ま
で
様
々
な

土
地
で
様
々
な
経
験
を
し
て
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
る
環
境
の
中
で
も
自
分
を
見
失

う
事
な
く
、
前
向
き
に
日
々
を
過
ご
し
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
あ
の
３
年
間
を

充
実
し
て
過
ご
せ
た
証
な
の
だ
と
、
今
は

心
か
ら
そ
う
思
え
ま
す
。

近
況
と
し
て
は
昨
年
春
、
東
京
か
ら
名

古
屋
に
転
勤
し
、
就
職
以
来
初
め
て
実
家

の
近
く
で
暮
ら
す
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
、
今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
親
孝

行
を
心
が
け
る
と
共
に
、
な
か
な
か
再
会

の
叶
わ
な
か
っ
た
親
友
に
も
直
接
会
っ
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

四日市高校 同窓会報

懐
か
し
い
″熱
中
の
日
々
〃

〓
一角
、
ち
ょ
っ
と
・‥
。」

１
年
生
の
初
夏
で
し
た
。
ク
ラ
ス
の
掃

除
担
当
で
、
美
術
室
の
机
を
拭
い
て
い
た

私
は
、
Ｓ
先
生
に
呼
び
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
以
前
か
ら
生
徒
の
間
で
怖
い
先
生

と
し
て
評
判

（？
）
で
、
私
も
そ
の
時
は
、

掃
除
の
仕
方
が
悪
く
て
叱
ら
れ
る
の
か
と

思
い
ま
し
た
。
恐
る
恐
る
つ
い
て
行
く
と

予
想
も
し
な
か
っ
た
事
で
す
が
、
三人
術
部

に
入
っ
て
み
な
い
か
と
の
お
誘
い
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
私
の
高
校
生

活
は
殆
ん
ど
美
術
室
で
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

授
業
前
に
は
デ
ツ
サ
ン
、
放
課
後
は
コ
ン

ク
ー
ル
等
の
課
題
と
、
傍
か
ら
見
れ
ば
朝

か
ら
晩
ま
で
絵
を
描
く

″変
な
生
徒
″
だ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
部
に
入

っ
た
当
初
は
、
何
故
土
日
の
休
日
ま
で
絵

を
描
き
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
理

三
角
　
稚
奈

（四
高
六
十
三
年
度
卒
）

解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
こ
う
し
て
卒
業
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
み
て
初
め
て
、
あ
の
日
々
が
無
駄

で
は
な
か
っ
た
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
常
に
対
象
物
を
見
る
事
、
時
間
を
か

け
て
観
察
し
表
現
す
る
事
が
、
社
会
で
様

々
な
事
象
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
例
え
ば

「問
題
の
分
析

・

検
証
Ｌ
人
間
関
係

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ごヽ
な
ど
。
腰
を
据
え
て
本
質
を
探
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
に
、
無
意
識
の
う
ち

に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
四
高
生
に
あ
る
ま
じ
き
勉
強
の
出

来
な
い
、
担
任
の
先
生
方
に
は
大
変
手
の

か
か
る
子
供
で
し
た
の
で
、
も
し
あ
の
時

Ｓ
先
生
に
声
を
掛
け
て
頂
い
て
い
な
か
っ

た
ら
、
き
っ
と
更
に
沢
山
の
方
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
、
全
く
違
う
人
生
を
歩
ん

お
客
様
に
安
全
で
快
適
に
安
心
し
て
御
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
い
つ
も
初
心
を

忘
れ
ず
に
運
転
し
て
い
ま
す
。
不
規
則
な

勤
務
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
無
事
故
で
オ

ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
鉄
道
員
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
企
画
乗
車
券
と
し
て
発
売

し
て
い
る
「得
ダ
ネ
４
・
回
数
券
」が
大
ヒ

ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
鈴
鹿
駅
か
ら
名
古
屋

駅
ま
で
「快
速
み
え
」
号
利
用
で
一
回
当
り

７００
円
、
約
４０
分
で
到
着
し
ま
す
。
到
着
番

線
は
新
幹
線
ホ
ー
ム
の
隣
で
す
の
で
乗
換

え
が
便
利
で
す
。
さ
ら
に
鈴
鹿
駅
駐
車
場

は
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
御
利
用
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
四
高
同
窓
会
・

四
高
生
の
皆
さ
ま
、　
一
度
四
日
市
～
津
間

約
３５
分
の
伊
勢
鉄
道
ロ
ー
カ
ル
列
車
の
旅

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

2008年 (平成20年 )3チヨ1日

一才
能
を
超
え
る
？

お印れＩ
ζ
気付かせてもＲ

森
　
　
優
子
　
　
　
多
く
の
人
た
ち
か
ら
与
え
ら
れ
た
チ
ャ

ン
ス
。
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ

（四
高
平
成
六
年
度
卒
）

う
に
、
日
頃
か
ら
考
え
る
力
を
磨
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『努
力
は
才
能
を
超
え
る
』
―
こ
れ
は
、

高
校
生
の
時
、
私
の
頭
に
い
つ
も
あ
っ
た

言
葉
で
す
。
自
分
自
身
の
ポ
ス
タ
ー
を
作

る
と
い
う
美
術
の
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
う
さ
ぎ
と
か
め
の
童
話
を
も
と
に
、

う
さ
ぎ
が
寝
て
い
る
間
に
か
め
が
追
い
越

し
て
い
く
絵
を
描
き
、
そ
こ
に
こ
の

『努

力
は
才
能
を
超
え
る
』
の
文
字
を
添
え
ま

し
た
。

私
は
そ
ん
な
人
間
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
様
々

な
こ
と
を
越
え
て
い
く
人
間
を
。
う
さ
ぎ

に
追
い
つ
き
、
追
い
越
せ
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
と
、
私
は
ひ
た
す
ら
絵
を
描
き

ま
し
た
。

大
学
に
入
学
し
て
、
同
期
生
の
描
く
絵

を
見
た
と
き
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い

と
知
り
ま
し
た
。
才
能
を
持
っ
て
い
る
人

間
の
素
晴
ら
し
さ
、
努
力
を
重
ね
て
も
追

い
つ
く
こ
と
の
で
き
な
い
領
域
も
あ
る
ん

だ
な
あ
、
と
。

最
近
、
知
人
か
ら
、
う
さ
ぎ
と
か
め
の

話
は
、
た
だ
単
純
に

「サ
ボ
っ
て
は
い
け

な
い
、
頑
張
っ
て
い
る
人
に
抜
か
れ
ち
や

う
よ
」が
テ
ー
マ
で
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

か
め
は
、
夜
行
性
の
う
さ
ぎ
が
昼
寝
す
る

の
を
横
目
に
逆
転
勝
利
。
も
し
う
さ
ぎ
が

再
勝
負
を
申
し
込
ん
で
も
、
そ
の
勝
算
も

ち
や
ん
と
考
え
て
い
た
。
か
め
は
最
初
か

ら
自
分
が
負
け
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

た
。こ

の
世
の
中
、
考
え
る
力
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
経
験
を
積
む
こ
と
や
、
今
ま
で
学
ん
で

き
た
こ
と
を
統
合
し
て
さ
ら
に
想
像
す
る

こ
と
が
、
考
え
る
力
と
な
り
ま
す
。

高
校
時
代
、
ひ
た
す
ら
に
絵
を
描
い
て

い
た
自
分
を
見
て
い
て
く
れ
た
先
生
が
、

今
も
見
て
い
て
く
れ
ま
す
。
美
術
館
や
ホ

テ
ル
な
ど
で
毎
年

一
緒
に
展
覧
会
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
作
品
を
、
高

校
時
代
か
ら
見
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
見

て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
、
作
り
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
自
分

を
追
い
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
で
す
。

職
に
就
い
て
か
ら
、
様
々
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
力
を
知
る
こ
と
。
得
意
の
分

野
を
知
る
こ
と
。
苦
手
な
分
野
を
知
る
こ

と
。
し
か
し
、
苦
手
だ
か
ら
と
い
つ
て
、

や
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
。
う

ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
。
私
が
学
生
時
代

に
思
っ
て
い
た
よ
う
に
、
物
事
は
単
純
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
表
面
だ
け
で

な
く
、
も
っ
と
深
く
に
真
実
が
あ
る
の
か

『努
力
は
才
能
を
超
え
る
の
か
？
』
才

能
が
あ
る
と
い
っ
て
努
力
を
怠
る
の
で
は
、

せ
っ
か
く
持
っ
て
い
る
才
能
が
生
か
さ
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
努
力
を
重

ね
て
も
無
理
な
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

う
さ
ぎ
に
勝
つ
目
的
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
か
め
の
よ
う
な
考
え
る
力
が
必
要
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

３．
歳
、
今
の
私
の
人
生
目
標
―
か
め
の

よ
う
に
、
し
た
た
か
に
生
き
て
い
こ
う
。

た
っ
た
徒
歩
５
分
の
通
学
路
を
走
っ
て

登
校
し
て
い
た
頃
を
懐
し
く
思
い
出
し
な

が
ら
、
今
も
同
じ
道
の
り
を
通
勤
の
為
に

あ
わ
た
だ
し
く
走
っ
て
お
り
ま
す
。
富
田

駅
で
す
れ
違
う
四
高
生
の
、
今
も
変
わ
ら

な
い
若
い
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
、
よ
う

や
く
仕
事
へ
の
ス
イ
ッ
チ
の
入
る
毎
日
で

す
。四

高
で
の
思
い
出
で
今

一
番
思
い
出
さ

れ
る
の
は
、
３
年
生
の
時
の
文
化
祭
で
「魃

魅
魁
題
」
と
い
う
お
化
け
屋
敷
を
ク
ラ
ス

で
行
い
、
最
優
秀
賞
を
頂
い
た
こ
と
で
す
。

皆
で
連
日
遅
く
ま
で
、
準
備
を
し
、
当
日

も
昼
食
を
食
べ
る
こ
と
も
忘
れ
熱
中
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
友
人

は
、
時
に
高
校
生
の
時
の
様
に
に
ぎ
や
か

に
旅
行
に
行
っ
た
り
、
仕
事
の
話
を
し
た

り
と
有
り
難
い
存
在
で
す
。

こ
の
高
校
生
の
頃
よ
り
、
色
々
な
国
に

行
っ
て
見
聞
を
広
め
た
い
と
い
う
好
奇
心

ば
か
り
が
募
っ
て
い
た
私
は
、
現
在
あ
る

旅
行
会
社
に
勤
め
、
入
社
三
年
目
に
ク
ル

ー
ズ
旅
行
の
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
、
地
中
海
を
巡
る
豪
華
客
船
で

初
め
て
の
海
外
ク
ル
ー
ズ
添
乗
へ
行
き
ま

し
た
。
朝
日
が
あ
た
っ
て
オ
レ
ン
ジ
色
に

輝
く
モ
ナ
コ
の
風
景
、
日
の
出
と
共
に
ゆ

っ
く
り
進
む
ヴ
エ
ニ
ス
の
幻
想
的
な
入
港

風
景
は
、
船
旅
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
う
こ
と

の
で
き
る
経
験
で
す
。
ま
た
、
船
の
お
い

し
い
お
食
事
、
華
や
か
な
フ
ォ
ー
マ
ル
デ

ィ
ナ
ー
等
々
、
感
動
的
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
人
生

の
大
先
輩
で
色
々
な
事
を
教
え
て
頂
い
た

お
客
様
と
の
出
会
い
、
仕
事
に
協
力
し
て

頂
い
た
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る

船
の
ス
タ
ツ
フ
と
の
出
会
い
は
貴
重
な
も

の
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
人
生
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
様
々
な
事

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
四
高
で
の
出

会
い
や
今
後
の
出
会
い
、　
一
つ
一
つ
の
偶

然
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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H1966(KKRホ テル東京 )

H1947(四 日市者Бホテル )

旧制富中セピア会 H191o10(湯 の山グリーンホテル)

四日市高校28会  H191110(ロワジールホテル四日市)

≒1彙

富中42回卒白≡会 H191120(都 ホテルシャルル )

H1959(四日市都ホテル)

四高31年度卒業50周年記念 H19310(四日市都ホテル)

通信制課程親睦旅行 H19610(日 本平)

在京富中会40回卒

四女第42回同窓会 富中第41回卒

一罐増腱』Ｈい躾けだ姶釧帥雄制』だ

一効電綱燎酬れかない数ずかけ弟制は

一凱一是非お早めにお願い申し上げま

一　　瓢卸
一市帖腋嗣味瑳轟まで　　　一

一―
ぷ
罐
ド
Ｉ
Ｌ

◎
四
高
４０
年
度
卒
の
方
々
か
ら
学
年
会
の
残

金
五
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雑
収
入
に
計
上
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
会
館
二
階
メ
モ
リ
ア
ル

・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
前

ロ
ビ
ー
に
て
、
毎
週
会
館
に
て
活
動
し
て

い
る
カ
ト
レ
ヤ
グ
ル
ー
プ

の
第

一
回
絵
画

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
壁
面
は
１０

ｍ
程

で
す
。
作
品
発
表
の
場
と
し
て
ご
利
用
下

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（市
岡
）

今
年
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催
の
年
。

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
年
に
同
窓
会
、
と
い
う
話

を
時
々
聞
き
ま
す
。
皆
様
の
学
年
は
い
か
が

で
す
か

，

か
く
言
う
私
の
学
年
も
、
今
年
は
同
窓
会

を
開
き
ま
す
。
十
代
の
多
感
な
時
期
を
共
に

過
ご
し
た
友
だ
ち
と
は
、
何
年
ぶ
り
か
で
顔

を
合
わ
せ
た
の
で
あ
っ
て
も
、　
一
瞬
で
あ
の

頃
に
戻
っ
て
話
し
が
盛
り
上
が
る
も
の
で
、

楽
し
み
で
す
。

四
高
生
と
し
て
過
ご
し
た
日
々
の
思
い
出

話
、
卒
業
後
の
近
況
、
同
窓
会
の
写
真
等
々
、

会
報

へ
の
ご
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
林
典
子
）



(8)第 65号

（
体
育
館
緞
帳
修
理
さ
れ
る
リ

現
在
の
四
日
市
高
校
体
育
館
の
緞
帳
は
、
平
成
元
年
に
創
立

九
十
周
年
式
典
と
共
に
行
わ
れ
た
体
育
館
落
成
披
露
の
場
で
、

当
時
の
ジ
ャ
ス
コ
岡
田
卓
也
社
長

（富
中
４０
回
卒
）
よ
り
寄
贈

四日市高校 同窓会報

さ
れ
た
物
で
す
。

「朝
日
に
輝
く

伊
勢
の
海
と
飛

び
立
つ

一
群
の

白
鳩
」
を
あ
し

ら
っ
た
色
鮮
や

か
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
他
の
県
立

学
校
の
体
育
館

に
は
類
例
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

２０
年

に
も
及
ぶ
経
年

劣
化
に
よ
り
、

一異
地
は
破
損
し
、

中
折
の
吊
り
支

柱
が
む
き
出
す

な
ど
、
度
重
な

る
応
急
処
置
に

も
か
か
わ
ら
ず

落
下
の
危
険
性

ま
で
感
じ
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
行
事
も
含
め
生
徒
の
活
動
の
支
障
な
ど
、

困
惑
し
て
い
た
事
態
を
熊
澤
同
窓
会
長
に
相
談

を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
岡
田
卓
也
氏
と
直
接

お
話
し
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
緞
帳
の
修
繕
、
水

引
幕
、
袖
幕
、
ホ
リ
ゾ
ン
ト
幕
の
新
調
を
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

２０
年

前
に
こ
の
緞
帳
を
作
成
し
た
京
都
の
佐
藤
商
店

に
よ
っ
て
、
平
成
１９
年
１２
月
４
日
に
す
べ
て
設

営
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
、
体
育
館
に
正
面
よ
り
入
る
と
水
引
幕
の

中
央
に
は
八
稜
星
が
い
ぶ
し
銀
の
輝
き
を
も
っ

て
静
か
に
存
在
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修

繕
と
洗
浄
を
施
さ
れ
た
緞
帳
は
、
文
字
通
り
朝

日
に
輝
く
伊
勢
の
海
の
如
く
、
清
新
な
色
彩
を

放
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
袖
幕
も
映
え
、
歴
史

と
伝
統
に
彩
ら
れ
た
本
校
の
風
格
が
感
じ
取
れ

る
と
職
員
も
生
徒
も
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
緞
帳
な

ど
の
修
理
及
び
新
調
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
田

文
化
財
団
に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（教
頭
　
丸
山
靖
弘
）

私
は
四
日
市
高
校
で
、
素
晴
ら
し
い
先

生
方
や
学
友
に
恵
ま
れ
、
と
て
も
よ
い
環

境
の
中
で
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
で
の
３
年
間
は
、

色
々
な
人
達
と
出
会
う
中
で
私
に
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
考
え
、
学
び
、
経
験
す
る
機

会
を
与
え
、
そ
し
て
私
を
大
人
へ
と

一
歩

ず
つ
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
特
に
大
き
な

一
歩
と
な
っ
た
の
は
、

「他
人
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
」
と
い

う
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
は
小
中
学
校
で
す
で
に
教

わ
っ
た
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は

「他

人
の
立
場
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
は
、
他

人
の

「考
え
を
認
め
る
」
と
い
う
こ
と
だ

と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
も

た
だ
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
上
で
相
手
の

意
見
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
高
校
に
入
学
し
た
頃
の
私
は
、
実
は

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
他
人
の
立
場

修理された緞帳

へ
の
一
歩

三
年
三
組
　
中
原
　
　
穂

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
て
い
た
こ
と

と
い
え
ば
申
し
訳
程
度
に
相
手
に
遠
慮
す

る
こ
と
の
み
で
、
自
分
の
意
見
を
押
し
つ

け
る
、
相
手
の
意
見
は
押
さ
え
つ
け
る
、

今
思
う
と
自
分
勝
手
で
自
己
中
心
的
な
接

し
方
で
し
た
。
そ
ん
な
私
に
変
化
を
与
え

て
く
れ
た
の
は
演
劇
部
で
の
活
動
で
し
た
。

私
は
演
劇
部
で
役
者
だ
け
で
な
く
、
脚

本
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
脚
本
の

中
で
は
自
分
と
は
違
う
た
く
さ
ん
の
人
々

が
生
き
て
い
ま
す
。
自
分
と
同
じ
考
え
方

の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
全
く
正
反
対
の
考
え

方
の
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
人
々
を
表

現
す
る
た
め
に
、
私
は
自
分
の
考
え
方
を

超
え
、
色
々
な
考
え
方
を
学
ぶ
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
は
先
生
や
部

員
、
友
達
の
意
見
を
よ
く
間
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
結
論
を
出
す

の
で
は
な
く
、
じ
っ
く
り
と
自
分
の
中
で

よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
に
し
て
色
々
と
考
え
な
が
ら
脚
本
を

一
冊
仕
上
げ
た
時
、
私
の
世
界
観
は
全
く

別
の
物
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

特
に
そ
れ
を
実
感
し
た
の
は
友
達
と
衝

突
し
た
時
で
す
。
以
前
ま
で
の
私
な
ら
、

相
手
が
悪
い
と
す
ぐ
に
決
め
つ
け
、
自
分

の
非
を
探
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
し
か
し
そ
の
時
は
、
相
手
の
意
見
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
理
解
し
よ
う
と
努
力

し
、
自
分
の
主
張
も
交
え
て
じ
っ
く
り
と

考
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
そ

れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
自
分
の
非
が
見

え
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て

と
て
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
自

分
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
瞬
間

で
し
た
。
私
は
そ
の
友
達
と
無
事
和
解
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
で
も
仲
の
い
い
友
達

で
い
ま
す
。
こ
の
時
初
め
て

「大
人
の
世

界
」
と
い
う
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
分
か

ら
な
い
世
界
に
確
実
に

一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
私
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
経
験
を
す
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
度
に
、
立
派
な
大
人
に

な
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
努
力
を
す

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
初
め
の
一

歩
が
四
日
市
高
校
で
の
経
験
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
忘
れ
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

2008年 (平成20年)3月 1日

市長が公約し、永年の市の課題となっていた近鉄・三岐富田駅

前広場整備事業にともなう四高の工事は平成19年度中にすべて終

了し、平成20年度は富田駅前広場整備事業が行われます。バスが

転国できるロータリーと駐輪場が整備されます。また、四高生は

駅前広場から直接校内に入る通用門ができ、より安全で便利な通

学が可能になります。

テニスコートと部室が整備箇所にかかっており、当初は代替地

を探したのですが、既に周囲の開発も進み、思うような土地が周

囲にはなく断念さぜるを得ず、一度は頓挫しました。しかし、隣

接する民有地と一部交換し、授業やクラブに支障をきたさない最

低限の土地を確保し、機能を高めるような補償を得ることで受け

入れることになりました。

しかし、グランドの夜間照明施設の整備など実現できていない

こともあり、引き続き強く要望し、何とかして、クラブの強い期

待に応えたいものです。

とはいえ、平成20年の3月 末には、テニスコート4面、ハンド

ボールコート1面、屋根がアーチ型の部室が2棟完成します。

平成19年 7月 からトレーニング場の工事が始まりました。場所

は、 3号館と武道場の間で、二重県産の天然木の集成材を梁につ

かっており、木のぬくもりが感じられます。また、一部が吹き抜

けになっており、開放感のある美しい建築物です。しかし、予算

不足でトレーニング機器が十分でなく、この整備は今後の課題です。

しかし、永年の夢が実現し、四高生がこの施設を生かして、文武

両道を実現してくれることを心から願つています。

ハンドボールコート3月完成

」
♂

テニスコート1月完成

部室棟2月完成


